
安全上のご注意

楽器用スタンド類は、楽器演奏に使用する目的のものです。

楽器演奏以外には使用しないでください。

特に小さなお子様には、最初にご家庭の方、または指導者から取り

扱い方法を指導してください。

人身傷害・物的損害の危険を防止するには
～以下の指示を必ず守ってください～

楽器用スタンド類を安全にご利用いただくためのご注意

絵表示に
ついて

注意（ 危険・ 警告を含む）を促す内容があることを
告げるものです。

行為を強制したり 指示する内容を告げるものです。

禁止の行為を告げるものです。

・この『安全へのこころがけ』は製品を安全に正しく
お使いいただき、お客様や他の人々への危害や財
産への損害を未然に防止するために、いろいろな
絵表示を使って説明しています。
・絵表示の意味をよく理解してから、本文をお読み
ください。

警告
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡又は
重傷を負う危険の恐れがある内容を示しています。

シンバルホルダーにもたれかからないでく ださい。 転倒

して怪我や楽器が損傷する恐れがあり ます。

注意
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害
を受ける危険の恐れがある内容を示しています。

脚を折りたたむとき、指を挟まないよう注意してくだ

さい。

スタンドを持っている指を挟む恐れがあります。

セッティングのときなど、スタンドに顔や頭をぶつけ

ないよう注意してください。

スタンド類にはいろいろな突起部分があります。

スタンドの高さや角度を調整するとき、急激にネジを

ゆるめないでください。また、ゆるめられる部分を 

しっかり支えて持つようにしてください。ゆるめられ

た部分が落下して指を挟む恐れがあります。

移動の際、アーム部だけ持ち上げると、抜け落ちる 

恐れがあります。スタンドベース部を両手で持ち運び

ください。

楽器を乗せたままスタンドを移動しないでください。

乗せたまま移動すると、楽器が落ちて破損したり、 

まわりの人に怪我をさせる恐れがあります。

ネジはしっかり締めてください。

思わぬ落下や転倒の恐れがあります。

スタンド類は、水平で平らな、床面に設置してくださ

い。床が傾いていたり、段差があったりすると転倒の

恐れがあります。

脚は十分に広げて設置してください。

脚の広がりが十分でないと、転倒の恐れがあります。

シンバルホルダー ST-CYH200

取   扱   説   明   書

このたびは、ヤマハシンバルホルダーをお買い上げいただき
誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をお読みいただき
末永くご愛用ください。

本体スタンド

※シンバルは別売りです。

シンバルアーム
中間パイプ

●シンバルアーム（ 2本）

■同梱部品
●T字バー（ 1個）

●本体スタンド （ 1個）
参考寸法： 600mm

1.シンバルアームの蝶ナットをゆるめます。
2.シンバルアームのワッシャとアームの間に
　T字バーのフック部分を入れます。
3.蝶ナットをしめて固定します。

T字バーのフッ ク部分にシンバルアームを
固定します。

1.シンバルアームの蝶ボルトをゆるめ、
　アームを広げます。
2.蝶ボルトをしめて固定します。
蝶ボルトが締めづらい場合は、アームを
上に傾けながらしめてください。

3.シンバルを乗せます。

シンバルアームを広げます。
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この間にT字バーのフ
ック部分を入れます
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●中間パイプ（ 1個）
参考寸法： 520mm

※本体スタンドと上部パイ
プをしめる蝶ボルトは、
しっかりしめつけてくだ
さい。

T字バーをスタンド に差し込みます。

蝶ボルト

ゆるむ

しまる

※スタンド 脚はスト ッ パーネジに当たるまで
最大広げるよう にしてく ださい。

ストッパーネジ

スタンド脚


